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12．虚血性心疾患に対する9MPA　SPECTの有用性

　　評価　　PETとの比較一

高橋　範雄

山本　和高

藤林　靖久

米倉　義晴

中野　　顕

土田　龍郎

石井　　靖

脇　　厚生

李　　鐘大

杉本　勝也

（福井医大・放）

定藤　規弘

（同・高エネ研）

　　（同・一内）

　虚血性心疾患患者8例に対し，新しい脂肪酸代謝製

剤である1231－9MPA　SPECT，18F－FDG　PETを施行，

比較検討を行った．9MPA投与2分後，および50分

後からSPECTを撮像し，視覚的にfi11－inの有無を判

定した．fi11－in（＋）の区域では（一）の区域に比べて，

空腹時におけるFDG集積充進（SUV＞35　mg！ml）は

より高率にみられ（8！11vs．5！15），本剤の洗い出しの

低下が心筋viabilityの指標となる可能性が示唆され

た．しかし，症例数が少なく，血行再建術前後にお

ける壁運動改善の有無との比較を含めた今後の検討

が必要である．

14．YgmTc・GSAを用いた肝受容体イメージングにお

　　ける簡便な指標の提案：LHI5と血中Tl／2

中嶋　憲一　　絹谷　啓子　　黄　　義孝

道岸　隆敏　　利波　紀久　　　（金沢大・核）

水谷　義晴　　　　　　　　　　（徳島大・放）

　99mTc－GSAのplanar動態検査において従来よりレセ

プター（LHL15）とクリアランス指標（HH15）が用いら

れてきたが，これらを再検討した．特に，LHLI5は心

臓のROIの影響を受けるため再現性が不良で，また

軽度の異常を分離できなかった．そこで，肝と心臓

の関心領域を面積で補正することにより（nLHL15），

機能障害との直線関係が得られた．またLH　15は，機

能障害とよく相関した．さらにHH15に変えて指数関

数近似によるT1／2を用いると分離が良好になった．

臨床病期O，1，H，　IIIの平均値はそれぞれLHI5で

5．5，4．0，2．3、1．8．Tl／2は15，20．30，39分であり，病

期をよく分離した．

15．原発性マクログロブリン血症の一例

13．小児逆流腎症におけるyymTc・MAG3ダイナミッ

　　クSPECTの検討一99mTc・1）MSA・SPECTとの

　　比較を中心に
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　99mTc－MAG3は腎の形態と排泄機能の両方の像が静

注後経時的に得られるが，腎実質を中心に集積して

いる時間が静注後数分と短いため，ダイナミック

SPECTを撮影することにより，腎実質の形態評価の

その有用性について小児逆流腎症8症例について

99mTc－DMSA　planarおよびSPECTと比較し，評価検

討を行った．99mTc－DMSAに比べ2歳以下の低年齢児

に関しては分解能が劣るものの短時間で検査でき，1

回で同時に腎の形態，排泄機能を見る検査として小

児腎疾患の検査に有用であると思われた．
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　症例は61歳男性で，主訴は顔面浮腫，四肢冷感で

あった．M蛋白血症のため当院内科に入院した．身

体所見は両側頸部，腋窩，鼠径部リンパ節腫脹を認

めた．検査成績は血中IgM高値，赤血球連銭形成，

クリオグロブリン血症および尿中B－J蛋白を認め，原

発性マクログロブリン血症と診断された．入院時CT

では両側頸部，腋窩，骨盤内，鼠径部リンパ節腫脹

を認めた．Tl　scintigraphyでは，両側頸部，腋窩，骨

盤内，鼠径部に腫瘍集積を認めた．今回われわれは

Tl　scintigraphyを用いて，原発性マクログロブリン血

症の腫瘍進展の範囲の評価が可能であった．
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